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デザイン教育，創造性向上の為の授業教材開発

工学部附属ものづくり創造融合工学教育センター飯田晴彦

１．はじめに

製品そのものは学生たちが学ぶ各学科の専門性の上

に成り立っている．自分が何の為に今何を学ぶのかと

いう意味を製品という形として見せることで，後の専

門課程に於いての目的意識，理解度を深めること，そ

してものづくりデザイン教育の場で製品そのものを使

い，デザインへの理解と，なぜ，デザインが必要なの

かを考える機会を与え，デザインが特別なものでなく

日常そのものになくてはならないものと理解すること

を目的としている．

デザインということを理解することは簡単な事では

なく，抽象的なイメージで語られることが多いまた

これがデザインであるという答えも無い私自身の考

えるデザインということは私自身の答えであって正解

とは言えないしかし，現在販売されている製品の中

に，各個人がその答えを考えるきっかけが潜んでいる

のではないか,形の必然性,素材の選択,構造,強度，

製品としての魅力など，モノから与えられるメッセー

ジは視覚（見た瞬間きれいだと感じる等)，触覚（触り

心地がいいなど),、嗅覚（革の匂いがするなど）を通

して伝わってくる

ものづくり教育において必要なことは数多くの経験

を積むことであり，本を読んで知識を得ること，実際

にモノを作る，製品を使ってみる，もしくは触れてみ

るなどの経験を少しでも多く積むことが必要である．

?煙き漢.~《

八霞‘｜
￥．．．

轍
癖

錐】

Qp

i1p弔

曇'h辮Ｐ 」鍵ｉｉｉ
1t篝

一

鐘

HulaHoopPhilippeStarckATLASCHAIRJASPERMORRISON

騨蕊欝雫$軒欝蕊騨轤鴬~iAM轤欝騨鱸鑑

MedicineCupboardThomasEricksso、WａｇｏｎＶｉｔｒａ

鱗

…
膿 餡、蕊

；露、!.‘

｝，._」

ノ‘、．
●⑩～；

寺

Ⅲ患．田;1
℃ 〈、､

ｒｉ５隼
・ニド

ポ、（
A、､鉈､１

１鴬騨 門

■illliiiillili1iillilliii議il；
２．実施概要

教材開発ということで､多くのサンプルを購入した

椅子が多いのは素材，構造，製法，スタイリング等要

素が多く含まれ，学生に対し見せやすい，理解しやす

いという利点が多いからである模擬授業で教務補佐

員がデザイン実習を行う際の加工技術修得の基礎とし

て，ネフ社の積木を見本とし相似形のものを製作して

いる今回はデザインコンセプト等デザインを考える

上での参考になる特徴のある製品を集めた．
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